
　
十
二
月
八
日

　
李
祖
原
と
の
東
京
の
四
日
間
は
要
す
る
に
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

現
実
と
対
面
す
る
個
人
の
意
志
の
可
能
性
っ
て
事
だ
ろ
う
。
北
京
モ
ル
ガ
ン

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
部
活
伝
の
現
実
は
対
ア
メ
リ
カ
資
本
と
の
戦
い
と
妥

協
の
戦
略
の
最
中
に
あ
る
。
山
本
伊
吾
の
「
室
内
」
に
連
載
を
始
め
て
い
る

が
、
段
々
北
京
モ
ル
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
件
は
書
け
る
事
が
絞
ら
れ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。
で
き
る
だ
け
の
事
は
オ
ー
プ
ン
に
し
て
ゆ
く
決
意
で
や
っ
て

い
る
の
だ
が
、
中
国
大
陸
は
余
り
に
も
巨
大
な
渦
巻
き
星
雲
で
あ
る
。
山
本

伊
吾
は
首
相
靖
国
参
拝
賛
成
論
者
で
あ
る
が
、
一
度
連
載
で
文
句
つ
け
て
み

よ
う
か
し
ら
ん
。

　
カ
バ
ー
コ
ラ
ム
連
載
の
一
コ
マ
を
百
円
た
た
き
売
り
有
料
に
し
て
み
た
ら
、

ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
ン
と
反
応
が
あ
っ
た
。
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
堀
尾
さ
ん

の
百
円
ア
ー
ト
に
は
及
ば
な
い
。
残
念
で
あ
る
。
読
者
も
ケ
チ
だ
ナ
ァ
。
ポ

ツ
リ
、
ポ
ツ
ン
の
購
読
者
は
手
厚
く
も
て
な
し
た
い
。

　
来
週
か
ら
週
刊
渡
辺
劇
場
が
サ
イ
ト
上
に
登
場
す
る
よ
う
だ
。
第
一
回
は

三
島
由
紀
夫
の
金
閣
寺
を
演
目
と
す
る
ら
し
い
。

　
私
の
ス
ー
パ
ー
Ｇ
ｉ
Ｇ
ｉ
ｅ
山
口
勝
弘
も
素
早
く
動
か
し
た
い
。

　
十
二
時
大
学
人
事
小
委
員
会
。
十
三
時
教
室
会
議
、
他
十
六
時
前
修
了
。

打
合
わ
せ
他
。
二
十
一
時
前
了
。
近
江
屋
で
打
合
わ
せ
。
二
十
二
時
前
世
田

谷
村
に
戻
る
。
来
週
に
近
代
能
楽
劇
場
開
催
の
為
の
シ
ナ
リ
オ
打
合
わ
せ
、

他
諸
々
の
準
備
が
始
ま
る
よ
う
で
、
楽
し
み
で
あ
る
。

　
私
の
百
円
コ
ラ
ム
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
堀
尾
貞
治
の
真
似
で
は
あ
る
が
、
爆

発
的
に
売
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
負
け
た
く
な
い
な
。

し
か
し
、
堀
尾
氏
の
如
く
に
一
万
件
売
上
げ
は
仲
々
努
力
が
要
る
だ
ろ
う
。
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